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はじめに
IT 自動化は今やミッションクリティカ
ルなものになっています。

 先進的な企業は、手に負えないほどの IT の複雑さに対処し
ながら、既存テクノロジーへの投資からさらに高い投資対効
果 (ROI) を引き出す必要に迫られています。問題を回避するの
は、解決策にはなりません。 

 競争力を得て収益を増すためには、IT チームはより多くの
サービスを迅速に市場に投入して、IT チームの生産性と効率が
向上し、運用環境とシステムのセキュリティとコンプライアンス
への集中を維持できるようにする必要があります。しかも、この
すべてを、現在と同じリソースを使用して実現しなければなりま
せん。

 組織の運営レベルでは、統合されていないチーム、スキル
ギャップ、一貫したガバナンスの不足に対処しています。技術レ
ベルでは、IT 部門は同じような機能を持つツールを多数管理し
なくてはならないため、ソリューションのスプロールや予算の膨
張が生じています。IT 部門は成長、規模、イノベーションに力を
注ぐのではなく、時代遅れの手動プロセスの管理に時間を取ら
れています。

 自動化に手を出す組織は多いものの、多くの組織は広い視
野を持たずに、タスクベースの手法でポイントソリューション
を採用してしまいます。タスクベースのアプローチでは、コスト
の増加、作業の重複、複数プラットフォームに関する専門知識
の必要性、部署や部門間の障壁などにつながる可能性があり
ます。多くの企業が、組織全体で自動化をより戦略的に活用し
ようと取り組んでいます。そして、それを成功させるための鍵と
なるのが IT 機能の自動化です。事実、451 Research の調査で
は、IT プロセスを自動化している企業の数は 1 年間で企業全体
の 7% から 20% に増加すると予測されています。1

 これは進展ではあるものの、多くの組織にとって達成までの
道のりは長いものです。生成人工知能 (生成 AI) などの有望な
テクノロジーは存在しますが、これらを使っても、時間がかか
る、あるいは機能しなくなっている IT プロセスを修復したり、
プロビジョニングや IT 管理タスクを手動で行うことによる非効
率性を埋め合わせたりすることはできません。自動化が導入さ
れていたとしても、過負荷を強いられている IT チームは、シス
テムのパッチ適用、サービスチケットの解決、セキュリティ問題
の修復、根本原因分析など、Day 2 オペレーションに多くの時
間を費やしています。 

 本当の意味で前に進むためには、戦略的な自動化を行う必
要があります。組織が人工知能 (AI) と自動化の分野に踏み込
んでメリットを得るには、強力な自動化 IT 運用基盤を確立し、
テクノロジー、プロセス、人材を等しく重視するアプローチを採
用する必要があります。

1  451 Research、「IT 運用に対するイベント駆動型の自動化のインパクト」、2022 年 10 月 7 日。 

https://www.redhat.com/ja/engage/impact-event-driven-20221124
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IT 自動化のあるべき姿

• ユーザー、チーム、地域をまたいでアクセス可能 

• 進化するビジネスニーズに俊敏に対応する能力

• IT チームの生産性と効率性の最適化 

• 迅速に応答する IT サービス 

• データセンター、クラウド、オペレーティングシステム 
(OS)、アプリケーション、ネットワーク、IT サービス管理 
(ITSM)、セキュリティシステム、エッジデバイスなど、IT 
環境全体で調整されたワークフロー 

• 内部ガバナンスポリシーとサービスレベル契約 (SLA) へ
の準拠

• 高度なイベント駆動型の自動化テクニックを使用した、
問題のプロアクティブな防止  

• すべての IT 側面に対するセキュリティおよびコンプライ
アンスのリスクのプロアクティブな修復

自動化により日々の業務は大幅
に効率化されます…開発チーム
は、必要な IT リソースのプロビ
ジョニングとデプロイに関連す
る摩擦を大幅に削減できます。
従業員はサービス停止の少な
い高品質なアプリケーションか
らメリットを得られます」2

IDC インフラストラクチャおよび運用担当リサーチバ
イスプレジデント Jevin Jensen 氏

「適切な IT 自動化ソリューションがあれば、組
織での IT 部門の働き方を改善し、チームとプ
ロセスを統合し、最終的に IT の提供方法を
変革できます。では、IT 自動化を組織にもた
らすには、何が必要でしょうか？

 Red Hat® Ansible® Automation Platform は、IT 環境
全体で機能する柔軟でスケーラブルな、包括的な自動化ソ
リューションで、自動化導入プロセスのどの段階でも役立ち
ます。Ansible Automation Platform があれば、既存の IT 
システムやプラットフォームとシームレスに統合され、自動
化をチームや部門全体でアクセス、共有、利用できるように
なります。 

2  IDC ビジネス価値ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「Red Hat Ansible Automation Platform のビジネス価値」、Document #US51839824、2024 年 3 月。

https://www.redhat.com/ja/resources/business-value-red-hat-ansible-automation-analyst-paper
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 Event-Driven Ansible と AI を活用した Red Hat 
Ansible Light speed with IBM wat sonx Code 
A s s i s tant を追加すると、A nsib le Automation 
Platform への投資がさらに拡張されます。 

Event-Driven Ansible： 
このイベント駆動型の自動化ツールは、リソース
の制約やスキルギャップに対処しながら、ビジ
ネスがレジリエンス、信頼性、効率を維持できる
よう支援します。

Ansible Lightspeed with watsonx Code 
Assistant： 
この生成 AI ツールを使用すると、自動化チーム
は Ansible コンテンツをより迅速かつ効率的に
学習、作成、維持できるようになります。

自動化の導入を始めましょう。

この e ブックでは、Ansible Automation 
Platform とそのメリットについて簡潔に説
明し、組織の自動化の実践に適切な決定
を下すために役立つ情報を提供します。

Ansible Automation Platform の使
用経験がある場合 

自動化を組織全体に拡張したり、古いバージョ
ンから最新のサービスに移行したりすることで
得られるメリットについて、「Red Hat Ansible 

Automation Platform の詳細」に進む 

Ansible Automation Platform 
を初めて使用する場合 

自動化が組織の成功にどう役立つかについて
詳細を見る
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Red Hat Ansible  
Automation Platform  
の概要

 Ansible Automation Platform を理解するためには、まず 
Red Hat を理解する必要があります。Red Hat は 25 年以上にわ
たり、安定性を強化したオープンソース・ソリューションを提供
してきました。これにより、さまざまなプラットフォームや環境で
の組織の取り組みや、エンタープライズ IT の課題への対処方法
を支援しています。Red Hat は長期にわたってオープンソース・コ
ミュニティ・プロジェクトに参加しており、Ansible Automation 
Platform に関する取り組みも例外ではありません。 

 Ansible プロジェクトは、熱意を持った人々が集まる活気に満
ちたコミュニティが貢献し、また活用しています。そしてこうした
人々によって、より柔軟で堅牢なソリューションへと日々拡張が
続けられています。またアップストリームの開発者は、Ansible が
エンタープライズ・エコシステムをサポートする能力の向上に貢献
しています。 

 Red Hat は、ハイブリッドクラウド・コンピューティングやマ
ルチクラウド・コンピューティングに継続的に生じる複雑さに
対処でき、将来の課題に対応できる柔軟性を備えたこのプラッ
トフォームを進化させています。同時に、Red Hat は Ansible コ
ミュニティの成長と繁栄に尽力しています。

6 万個のスター
3

Ansible/Ansible

31,600 人のユーザー
3

5,500 人以上のコントリ
ビューター

3

70,500 人のフォロワー
4

Ansible/Ansible

Ansible/Ansible

Red Hat Ansible X (旧 Twitter)

Ansible Automation Platform は、組織がコラ
ボレーティブな自動化の文化を導入するために
役立ちます。詳細をご覧ください。 
動画を見る

Red Hat Ansible Automation Platform がビジネス上の具体的
なメリットをもたらすことを、「Red Hat Ansible Automation 
Platform のビジネス価値」でご確認ください。

3  GitHub - Ansible、GitHub、2024 年 2 月 2 日にアクセス。 
4  X - Red Hat Ansible、X、2024 年 2 月 2 日にアクセス。

https://www.youtube.com/watch?v=aLjPqaiFwcA
https://github.com/ansible/ansible
https://twitter.com/ansible


今後 12 カ月間で、あなたの組織の IT テクノロジー予算の
最優先事項は何ですか？(上位 3 つまで選択)

IT セキュリティ

クラウド・インフラストラクチャ 
(パブリック、プライベート、ハイ
ブリッド、マルチクラウド)

44%

36%

IT/クラウド管理 35%

既存またはレガシー IT の最
適化/モダナイゼーション

IT 運用の自動化 (Ansible、
Puppet など)

29%

29%

データサービスおよびスト
レージ (ハードウェアまたはソ
フトウェア)

26%

分析/ビジネスインテリジェン
ス (データサイエンス、ビッグ
データなど)

23%

アプリケーション開発 22%

エンタープライズ統合 (データ、
アプリケーション、API など) 22%

その他 1%
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Red Hat Ansible  
Automation Platform の 
ビジネス価値

 Red Hat の 2023 年版世界のテクノロジー展望によると、自
動化への投資は多くの分野で優先事項とされています。5 この
レポートによれば、回答者の 29% が、IT 運用の自動化は来年
の IT テクノロジー予算の最優先事項であると述べており、前年
の調査から 1 パーセントポイント上昇しています。

自動化が年々勢いを増しているのはなぜで
しょうか。

 考えられる理由はいくつかありますが、最大の理由の 1 つ
は、数値で示される自動化のビジネス価値、とりわけ Ansible 
Automation Platform のビジネス価値です。

 IDC の調査によると、Ansible Automation Platform を使
用してビジネスニーズに対応し、IT およびアプリケーション開
発の運用を改善しているユーザーが期待できる投資対効果 
(ROI) は 3 年間で 668%、投資回収期間は 8 カ月です。6

5  Red Hat 概要、「2023 年版世界のテクノロジー展望：Red Hat レポート」、2022 年 11 月 15 日。 
6  IDC ビジネス価値ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「Red Hat Ansible Automation Platform のビジネス価値」、Document #US51839824、2024 年 3 月。

組織全体で IT 自動化を推進する方法の詳
細 IT エグゼクティブのための自動化ガイド
を読む

https://www.redhat.com/ja/resources/2023-global-tech-outlook-overview
https://www.redhat.com/ja/resources/business-value-red-hat-ansible-automation-analyst-paper
https://www.redhat.com/ja/resources/executive-guide-to-automation-ebook
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このレポートでは、Ansible Automation Platform 
ユーザーへのインタビュー結果から、組織が以下の
プラス効果によるメリットを得られる可能性がある
ことが明らかになりました。7

信頼性：

IT スタッフ：

アクティビティ別の DevOps の効率性：

61%

38%

38%

予定外のダウンタイムの削減

ネットワーク・インフラストラクチャ管理チームの効率の向上

プロビジョニングの向上

27%

36%

34%

IT セキュリティチームの効率の向上

開発チームの生産性が向上

構成の向上

27% セキュリティ保護の向上

7  IDC ビジネス価値ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「Red Hat Ansible Automation Platform のビジネス価値」、Document #US51839824、2024 年 3 月。

https://www.redhat.com/ja/resources/business-value-red-hat-ansible-automation-analyst-paper
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Swisscom、Agile Defense、Ulta Beauty な
どの世界中の組織が、Ansible Automation 
Platform を使用して同様のビジネス上のメリッ
トを見出しています。 

 これらの組織は、効率を向上できる、デジタルサービスを迅
速に提供できる、重要なリソースを解放してより価値の高いプロ
ジェクトに充てることができるなど、包括的な自動化アプローチ
を採用する利点を認識しています。

Red Hat Ansible Automation Platform 
は大きな柔軟性をもたらし、多様なパター
ンに対応しています。当社の他のツールと
もうまく統合できます」8

この問題に取り組むにあたって Red Hat Ansible 
Automation Platform を選択したのは、それがあ
らゆるものと対話できるからです」9

Red Hat Ansible Automation Platform の組み込み機能は、まさに箱
の中のアクセラレーターです。ベンダーやパートナーの多くも自社技術
のインストール、設定、保守のためのスクリプトを書くのに使用してい
るデファクトスタンダードです」10

Swisscom プロダクトマネージャー Giancarlo Morena 氏

Agile Defense テクニカルライター Sara FitzGerald 氏、PhD

Ulta Beauty IT 担当取締役 Jesse Amerson 氏

「

「

「

8  Red Hat 事例、「Swisscom、自動化の標準化と拡大により効率化を実現」、2023 年 12 月 6 日。 
9  Red Hat 事例、「Agile Defense、自動化でセキュリティ・コンプライアンスを単純化」、2024 年 1 月 22 日。 
10 Red Hat 事例、「Ulta Beauty、Red Hat で標準化して自動化とサービス提供の変革を実現 」、2022 年 10 月。

https://www.redhat.com/ja/resources/swisscom-standardizes-and-expands-automation-case-study#:~:text=Swisscom%20gains%20efficiency%20by%20standardizing%20and%20expanding%20automation,-December%206%2C%202023&text=As%20Switzerland's%20leading%20telecommunications%20company,the%20help%20of%20Red%20Hat.
https://www.redhat.com/ja/resources/agile-defense-case-study
https://www.redhat.com/ja/success-stories/ulta-beauty
https://www.redhat.com/ja/resources/swisscom-standardizes-and-expands-automation-case-study#:~:text=Swisscom%20gains%20efficiency%20by%20standardizing%20and%20expanding%20automation,-December%206%2C%202023&text=As%20Switzerland's%20leading%20telecommunications%20company,the%20help%20of%20Red%20Hat.
https://www.redhat.com/ja/resources/agile-defense-case-study
https://www.redhat.com/ja/success-stories/ulta-beauty
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組織で Ansible Automation Platform 
を実装する 3 つの利点：

効率の向上： 

 スタッフは、ビジネスに対する影響力の大きい事柄に、より多くの時間を費や
すことができます。手順が決まっている繰り返しタスクは自動化しましょう。

信頼性の向上：  

 人間の手による作業を削減すると、すべてが毎回同じように行われるように
なり、見落としや問題の発生が少なくなります。プロセス、テスト、更新、ワー
クフローなどのタスクがいつ行われ、その所要時間はどれくらいであるかを正
確に把握でき、その結果を信頼できます。

単純化されたガバナンス：  

 知識のギャップによる潜在的な影響を最小限に抑えること
ができます。包括的な自動化アプローチにより、組織全体を
より適切に制御し、コンプライアンス目標に容易に沿うため
に必要な監査証跡などの情報は言うまでもなく、失敗した手
順を検知する能力を向上させることができます。 

1

2

3

Ansible Automation Platform の価値の
詳細をご覧ください。 
動画を見る

ここでは、Ansible Automation Platform を使用するメリットについて説明しました。次
に、このプラットフォームの主要な機能を含め、そのメリットの活用方法について説明します。
「Red Hat Ansible Automation Platform の詳細」に進みましょう。

https://www.youtube.com/watch?v=dkfAErWRVxk
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Red Hat Ansible  
Automation Platform  
の詳細
アプリケーション、ネットワーク、コンテナ、セキュリティ、クラ
ウド・インフラストラクチャのいずれかを自動化する場合も、あ
るいはそのすべてを自動化する場合も、Ansible Automation 
Platform を使用すると、自動化の作成、管理、拡張を 1 カ所で行
うことができます。

Ansible Automation Platform は 
YAML 形式の Playbook を使用します。 

1

 Ansible Playbook は、オーケストレーション、構成、管理、
デプロイメントなどの管理機能を自動化するために定期的に使
用されます。Playbook は YAML 構文で記述されており、Web 
サービスまたはアプリケーションの定義に使用される 1 つ以上
の play が含まれています。YAML は人間が読める形式で理解
しやすく、Ruby、Python、Bash などの他のプログラミング言
語と一緒に使用できます。

 Playbook 内の各 play は 1 つ以上のタスクを実行でき、各タ
スクは Ansible モジュールを呼び出します。このモジュールは、
Ansible Automation Platform で自動化タスクを実行するため
に使用されます。

 Ansible Automation Platform は使いやすい YAML 構文
を使用しているため、プログラミング言語でコードを書けない
ユーザーも、自信を持ってインフラストラクチャを自動化できま
す。YAML はプレーンテキストの人間が読める形式の言語で、
ソースコントロール管理を利用しています。なお、Event-Driven 
Ansible は、Playbook ではなくルールブック (これも YAML 
で記述される) を使用します。ルールブックには、適切なユー
ザー定義の自動アクションを駆動するための条件付き if-then 
ルールが含まれています。ルールブックから既存の  Ansible 
Playbook を呼び出すこともできます。

YAML の詳細は、 
こちらのトピックのページをご覧ください。

https://www.redhat.com/ja/topics/automation/what-is-yaml
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Ansible Automation Platform には 
生成 AI が搭載されています。

Red Hat Ansible Automation Platform 
はエージェントレスです。

Ansible Automation Platform は、ハイブ
リッドクラウド向けに構築されています。

2

3

4

 Ansible Lightspeed with IBM watsonx Code Assistant は、
個人やチームがより効率的かつ簡単に Ansible コンテンツを作
成、導入、保守できるように設計された生成 AI サービスです。
Ansible Lightspeed with IBM watsonx Code Assistant を使
用すると、自動化コンテンツの新しい作成者は短期間で学習で
き、経験のある開発者はコードを検証して Ansible ベストプラ
クティスへの準拠を向上できます。 

 IBM watsonx Code Assistant サービスに接続すると、
Ansible Lightspeed は自然言語プロンプトを、Playbook の一
部として使用できるタスクという形式で、推奨されるコードスニ
ペットに変換します。また、既存の開発者ワークフローに直接
統合され、自動化のアイデアと Ansible コンテンツとのギャッ
プの解消を支援します。

 Ansible Automation Platform の最も強力でユニークな機
能の 1 つは、エージェントレスであるということです。つまり、
管理しようとしているマシンにエージェントをインストールす
る必要がありません。この機能により、Ansible Automation 
Platform は複数のマシンまたはシステムを同時にすばやく管
理できるため、極めてスケーラブルです。

 ハイブリッドおよびマルチクラウド・コンピューティング・モ
デルは拡大し続けており、IT 組織には、従来のシステムから先
進的なサービス、そしてネットワークのファーエッジまでをつな
ぐことができる自動化プラットフォームが必要です。

 自動化のプロジェクトを可搬性と拡張性に優れたものにす
るために、Ansible Automation Platform には automation 
execution environment が含まれています。実行環境は、ハイ
ブリッドクラウドおよびマルチクラウド・インフラストラクチャ
全体とネットワークのエッジまでの自動化の構築、実行、管理
に必要なすべての依存関係をパッケージ化する、自己完結型の
自動化を作成するのに役立ちます。 

 ワークロードをモダナイズしてクラウドに移行する場合も、
DevSecOps を実装する場合も、拡大するエッジデバイスの
ネットワークを管理するための新しい方法を見つける場合も、
Ansible Automation Platform は複数のプロセスにわたる
多様なニーズを満たすことができます。Ansible Automation 
Platform は、主要なハイパースケーラーのマーケットプレイス
で直接利用可能になったため、クラウド環境での自動化の開始
と、すでに使用しているクラウドサービスとの効率的な統合が
さらに簡単になります。

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/ansible-lightspeed
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Ansible Automation Platform には、コ
ンプライアンスおよびガバナンス構造が組
み込まれています。

Ansible Automation Platform にはイベ
ント駆動型の自動化が含まれています。

5 6

 管理者がパーミッション、特権、ロールをユーザーに割り当
てることを可能にするロールベースのアクセス制御 (RBAC) 
から、暗号化、監査証跡、インベントリー管理に至るまで、
Ansible Automation Platform は、組織が継続的に SLA に準
拠および一致するために必要なツールを備えています。

 イベント駆動型の自動化は、エンドツーエンドの自動化への
次のステップです。1 つの IT 環境に対するインテリジェンス、分
析機能、サービス要求を自動化されたアクションに接続し、作
業を 1 回の動作で実行できるようにするというニーズに応えま
す。このモデルは、IT の変化する状況などへの対応に加え、大
量のルーチンタスクや ITSM に最適です。

 イベント駆動型の自動化は、特定のイベントが発生したとき
に、事前定義済みで自動化された対応を可能にすることで機能
します。たとえば典型的な IT 運用では、システム障害が起きる
とトラブルチケットのロギング、トラブルシューティングに必要
な事実の収集、リブートなどのタスクの実行といった特定のア
クションを自動的にトリガーするアラートが送信されます。手動
の手順は一切必要ありません。同様に、イベント駆動型の自動
化は、構成管理、エッジデバイス管理、プロビジョニング、ユー
ザー管理、チューニング、スケーラビリティなどのさまざまな 
Day 2 の運用ニーズに対応するのに役立ちます。

これらは、Ansible Automation Platform で得ら
れる機能とメリットのほんの一部です。Ansible 
Automation Platform によるチームとシステムの
統合について詳細をご覧ください。

Ansible Automation Platform の使用経験がある場合 

自動化できる内容の詳細を知るには、「自動化を組織のどこに組み込むか」に進む 

Ansible Automation Platform を初めて使用する場合 

「1 つのプラットフォームで自動化チーム全体に対応」に進む 

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/features


アーキテクト

管理者

運用担当者

開発者

1 つのプラットフォームで 
自動化チーム全体に 
対応

Ansible Automation Platform は、自
動化チーム全体を成功に導くことを目
的として作られています。

 Ansible Automation Platform は組織全体のシステムやチー
ムの間の障壁を打ち破り、多様なチームの職務に応じた自動化
ツールをそれぞれに与えると同時に、接続され、サポートされ、
セキュリティに重点を置いた企業規模のソリューションと連携
します。

自動化チームのさまざまなメンバーが 
Ansible Automation Platform を使用する
ことで得られるメリットをご覧ください。 

14



自動化プラットフォームのエンジニアと開発者

自動化プラットフォームのエンジニアと開発者に適したツール

 自動化開発者には、Ansible Playbook、Ansible Roles、およ
びモジュールを作成し、それらをローカルでテストして、プロダ
クションに移行したときに同じように稼働することを確認する
ためのツールが必要です。自動化開発者にとって有用なのは、

DevOps ツールとプラグイン、ビルド元の既存の認定コンテン
ツへのアクセス、ビルドとテストの両方を行えるコンテナネイ
ティブ・アーキテクチャです。 

automation execution environment：

Ansible development tools

Ansible Automation Hub： 

Ansible content tools：

Ansible Content Collections：

Red Hat Ansible Lightspeed with IBM 
watsonx Code Assistant：

 automation execution environment は、自動化開発
者に開発からプロダクションまで一貫した環境を提供し
ます。つまり、開発者は、依存関係や各ステージ間のドリ
フト (ずれ) について心配することなく、自動化コンテンツ
そのものに集中できます。

 Ansible development tools はコマンドライン機能お
よびその他の機能からなるスイートで、Ansible コンテ
ンツ作成者がエンタープライズ内の自動化コンテンツを
自信を持って構築、テスト、デプロイできるように支援
します。経験の少ないユーザーでも、これらのサポート
付きツールを使って、テスト環境の作成、Playbook の分
析、実行環境内のコンテンツのデプロイなどを実行でき
ます。  

 このホステッドサービスにより、ユーザーはサポートさ
れている Ansible Content Collections を見つけて使用
することができます。このコレクションには、モジュール、
ロール、プラグインのほか、開始するために必要なドキュ
メントが含まれています。

 execution environment builder は、自動化開発者
が、作ろうとしている自動化に必要な正確な Ansible コ
ンテンツと依存関係を使ってカスタムの automation 
execution environment を構築できるように支援しま
す。automation content navigator は、作成したコン
テンツを、実行環境そのもののコンテキストの中でユー
ザーが実行して検証できるようにします。

 Ansible コンテンツは、組織の内部で作成および管
理し、使用できます。しかし、厳選されたコンテンツを 
Ansible Content Collections を通じて Red Hat から入
手することもできます。このコレクションには 100 を超え
る認定コレクションと 40,000 を超えるモジュールが含
まれており、開発者には厳選された自動化コンテンツに
基づいて構築するという選択肢が生まれます。

 Ansible の生成  AI エクスペリエンスは  Ansible 
Playbook 開発プロセスを強化するように設計され、自
動化のアイデアから Ansible Playbook の作成に必要
な機能する YAML コードを作成する支援をします。自
動化コンテンツ作成を高速化し、Ansible ベストプラク
ティス専用にトレーニングされた AI モデルで作成した
コードを検証できます。 

15

https://www.redhat.com/sysadmin/ansible-system-role
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自動化アーキテクト

 自動化アーキテクトは、自動化の導入を効率化し、IT プロ
セスに合わせてチーム全体の自動化を強化するという任務を
負っており、組織全体に自動化を拡張するだけでなく、自動化
ポリシーおよびガバナンスの管理にも役立つツールを必要とし
ます。Ansible Automation Platform は、自動化アーキテクト
が現在および将来のニーズを計画する必要がある場合に柔軟

性をもたらすコンテナネイティブ・アーキテクチャを提供
します。さらに、自動化アーキテクトにとっては、Ansible 
Automation Platform のエージェントレス・フレームワー
ク、既存の IT 投資と効率的に統合される Ansible テクノ
ロジーのエコシステムが有用です。

automation execution environment： automation controller： 

Red Hat Ansible Certified Content Collection：

 automation execution environment は  Ansible 
Automation Platform のアーキテクチャの変化が形になっ
たものです。コントロールプレーンと実行プレーンの分離に
より、Ansible Automaton Platform のスケーラビリティが
向上します。たとえば、ネットワーキングチームやクラウド
チームは、彼らのニーズに固有の標準化された実行環境を
独自に所持する一方、開発者は、依存関係について心配す
る必要のない、標準化された環境を所持します。 

 automation controller は、自動化を起動、権限委任、
監査、デプロイする方法を標準化することで、組織が自
信を持って自動化を行い、エンタープライズ全体での自
動化のスプロールとばらつきを削減できるようにします。
また、この管理インタフェースによって自動化業務の複
雑さが軽減され、開発とプロダクションとのずれが防止
されます。

 この事前構築済みの自動化コンテンツのコレクショ
ンにより、開発者は既存のものに基づいて構築し、運用
チームが既存の自動化を最大限に活用できるように支
援することができます。これには Ansible Automation 
Hub がホストするサービスからアクセスできます。組織
内や Red Hat などのソースから開発された、厳選された
コンテンツは、プライベート Automation Hub からも利
用できます。

自動化アーキテクトに適したツール
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Ansible 検証済みコンテンツ：

Event-Driven Ansible：

automation mesh：

Automation Analytics と Red Hat Insights 
for Ansible Automation Platform：

 この事前構築済み YAML コンテンツのコレクション
は、最も一般的な自動化ユースケースをターゲットにして
いますが、組織固有のユースケースに合わせてカスタマイ
ズすることもできます。Red Hat はサポートも保守も行い
ませんが、すべての Ansible 検証済みコンテンツは信頼で
きる業界パートナーからデジタル署名付きで配信される
ので、コレクションが信頼できるソースから提供されてい
ることを確信できます。

 IT 運用全体のさまざまなニーズに対応する高度なエ
ンドツーエンドの自動化シナリオを作成するために使用
される、柔軟性の高いソリューションです。効率の向上
や問題の迅速な解決を支援し、人員やスキルの課題の
軽減に役立ちます。Ansible Automation Platform に
含まれており、シンプルで使いやすいように設計されて
います。たとえば、使い慣れた YAML 構文を使用して 
Ansible Rulebook を作成することができます。Ansible 
Playbook に似ていますが、代わりに if-then シナリオを
使用します。

 automation mesh は、さまざまなネットワークトポロ
ジー、プラットフォーム、チームにまたがって大規模な
インベントリーの自動化を拡張するための、柔軟性があ
り、信頼性の高い方法を提供します。アーキテクトは、現
在の要件をすべて満たし、将来のニーズに対応するため
に拡張可能である一方、現在のテクノロジーと統合し、
SLA のサポートと準拠を可能にするソリューションを
必要とします。automation mesh は、セキュリティへの
集中を犠牲にすることなく柔軟性をもたらす方法でネッ
トワークと環境を接続するレイヤーを作成することによ
り、アーキテクトを支援します。

 Automation Analytics と Red Hat Insights は、組織
への自動化の導入とパフォーマンスについてアーキテク
トがより良く理解できるよう支援します。Automation 
Analytics により、自動化で削減できる時間と達成され
る ROI を予測し、測定できます。Red Hat Insights を使
用して、チームはパフォーマンス、セキュリティ、その他
の問題をプロアクティブに修復でき、さらには Ansible 
Automation Platform インフラストラクチャでの構成ド
リフトを特定できます。

自動化アーキテクトによる自動化ファー
ストの考え方に基づいた構築について
の詳細は、自動化アーキテクトのため
のハンドブックをご覧ください。

https://www.redhat.com/ja/resources/automation-architect-handbook-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/automation-architect-handbook-ebook
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システムまたはクラウドの運用者および管理者

 Ansible Automation Platform は、標準化、コンプライアン
ス、ガバナンスをサポートするアーキテクチャとツールを提供
し、自動化チームを大規模に管理するのに役立ちます。 

 管理者は、組織内の複数のチームとアプリケーションの
自動化を確実に構成、デプロイ、実行、管理する責任を負っ
ており、シンプルなソリューションを必要とします。Ansible 
Automation Platform は、一貫性があり、信頼性が高く、初め
てのユーザーでも簡単に使い方を身に付けられるように設計
されています。管理者は、コンテンツが一元的に共有および管
理される Automation Hub のホステッドサービスとプライベー
トバージョンの両方を使用できるほか、Red Hat Insights for 
Red Hat Ansible Automation Platform を使用したリアルタイ
ムの分析とレポート機能を利用できます。 

システムまたはクラウド運用者は、速度と効率
を上げて自動化する必要があるため、どのよう
な事前構築済みの認定コンテンツが利用でき
るかを知っておくことが不可欠です。

automation controller： Ansible Automation Hub： 

 自動化チームのすべてのメンバーは、a u t o m a t i o n 
controller を使用するか、処理を任せます。自動化プラッ
トフォームとフレームワークを確実に機能させるのは、管
理者と運用者の任務です。automation controller のユー
ザー・インタフェース、ブラウズ可能なアプリケーション・
プログラミング・インタフェース (API)、ロールベースのア
クセス制御、ジョブスケジューリング、統合された通知機
能、グラフィカルなインベントリー管理、継続的インテグ
レーション/継続的デリバリー (CI/CD) 統合、ワークフロー
視覚化機能が、彼らの管理タスクを支援します。

 Ansible Automation Hub は、Red Hat と認定
パートナーが提供する信頼できるコンテンツコレ
クションにユーザーが直接アクセスできるようにす
るポータルです。SaaS (Software-as-a-Service) 
で提供されるこの Automation Hub はクラウド
環境の提供するコンテナ・イメージ・リポジトリ
であり、コンテナレジストリの資格情報を介して 
automation controller と同期されます。

システムまたはクラウドの運用者および管理者に適したツール
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プライベート Automation Hub：

automation mesh：

Red Hat Ansible Lightspeed with IBM 
watsonx Code Assistant：

Automation analytics と Red Hat Insights for 
Ansible Automation Platform：

Event-Driven Ansible：

 プライベート Automation Hub (Ansible Automation 
Platform 向けの実行環境コンテナ・イメージ・リポジト
リ) は、ローカルにホストされます。これは、物理マシンま
たは仮想マシンで Ansible Automation Platform を実行
する組織向けです。

 automation mesh により、運用チームは、自動化基盤
そのものの詳細を理解しなくても、加速する組織のペース
に応じてサービスを提供することができます。automation 
mesh は依存関係の管理と一貫性のあるスケーリングを行
い、補助ツールの知識がなくても使えます。automation 
mesh アーキテクチャにより、中央での制御だけでなく実
行ノードを介した分散実行が可能になるので、エンドポイ
ントに近いところで自動化を行って顧客固有のニーズに適
応できる柔軟なアーキテクチャを実現できます。 

 この生成 AI サービスは Ansible Playbook をより簡単か
つ効率的に作成できるように支援し、AI で生成されたコー
ドを信頼できるようにするために必要な精度、透明性、
データ保護を提供します。Ansible の専門知識とベストプ
ラクティスを組み込んだ生成 AI 機能を使用して、Ansible 
のコードをより迅速に作成できます。 

 Automation Analytics と Red Hat Insights は、組
織への自動化の導入とパフォーマンスについてより良
く理解できるよう支援します。Automation Analytics 
により、自動化で削減できる時間と達成される ROI を
計画し、測定できます。Red Hat Insights を使用して、
パフォーマンス、セキュリティ、その他の問題をプロア
クティブに修復でき、さらには Ansible Automation 
Platform インフラストラクチャでの構成ドリフトを特定
できます。

 イベント駆動型の自動化を使用すると、環境全体でタ
スクを自動的に完了できます。そうしたタスクには、日常
的な管理のニーズ、問題の修正、自動応答 (セルフサービ
スなど) が含まれます。組織全体で何百回、何千回と実
行されているタスクは、自動化の有力候補です。たとえ
ば、主要なアプリケーションに関連するストレージや容
量の管理、主要な基盤テクノロジーへの継続的な調整、
セキュリティリスクへの積極的な対応などがあります。 

この章では、自動化を使用する人について説明しました。次に、自動化を使用する場所と方
法について説明します。「自動化を組織のどこに組み込むか」に進みましょう。

Ansible Automation Platform は、主要な
ハイパースケーラーのマーケットプレイスの
多くで利用可能であるため、パブリックク
ラウド環境とハイブリッドクラウド環境で
さらに容易に自動化を導入できます。 
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自動化を組織 
のどこに組み込むか 

 Ansible の大規模なオープンソース・コミュニティの力を活用
でき、最もよく使用される Ansible Roles およびモジュールがビ
ルドされて Content Collections で提供されているので、より
迅速に作業できます。インフラストラクチャをコード化して、す
でにデプロイメントを実行しているチームや環境間で共有する
ことが可能です。

 複数のドメイン、およびさまざまなユースケースやチームに
効率的に自動化を転送でき、また、そのために開発に余分な
時間がかかることもありません。

 分析、ポリシー、ガバナンス、コンテンツ管理によって、自動
化をさらに前進させます。Ansible Automation Platform は、
日々の業務を効率化するツールを提供します。問題を一度解決
すれば、その結果を全員で共有できます。

Ansible Automation Platform は、
組織が自動化導入のどの段階にある
かに関係なく、以下のことを実現する
ために役立ちます。

迅速化 

オーケストレーション

イノベーション
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エンタープライズ規模で自動化が実装されてい
る主な領域には、次のようなものがあります。

インフラストラクチャの自動化

 Red Hat Enterprise Linux®、Microsoft Windows およ
び Windows Server、その他の Linux ディストリビューショ
ン、VMware Vsphere、ServiceNow ITSM、SAP など、パ
ブリックまたはプライベートクラウド、コンテナ、仮想環境
において、アプリケーションとインフラストラクチャの構
築、プロビジョニング、管理を行います。インフラストラク
チャを自動化して、構成ドリフトを緩和し、コードの強みで
ある再現性を組み込みます。イベント駆動型の自動化のメ
リットを活用すると、IT 運用に必要な、大量の繰り返され
るタスクを削減して、効率と応答性を向上させることがで
きます。ファクトの収集、チケットの拡張、構成管理など、
組織全体で何百回、何千回と実行されるタスクは、イベン
ト駆動型の自動化の良い候補と考えられます。

1 ネットワークの自動化

 物理的なネットワーク、ソフトウェア・デファインド・
ネットワーク、クラウドベースのネットワーク全体の
ネットワークおよび IT プロセスを管理します。ネット
ワーク自動化は次のような用途に使用できます。

• 構成管理：複数のベンダーのネットワークデバイス
をバックアップおよび復元し、IaC (Infrastructure-
as-Code) アプローチを使用してネットワーク運用
を自動化することにより、次世代のネットワーク管
理に移行します。

• インフラストラクチャ対応：数百または数千のマル
チベンダーデバイスからネットワークファクトを自動
的に収集し、この情報を正常化して、停止のリスクや
不要なハードウェアの更新を回避するための予防保
守が必要なデバイスとリソースを確認します。

• ネットワーク検証：ネットワークデバイスの動作状
態を調べて、接続性と使用中のプロトコルを確認
し、特定のネットワーク・コンプライアンス要件との
整合性を確認します。 

• イベント駆動型のネットワーク管理：Event-Driven 
Ansible は、ルールを使用して、イベントのソースを
対応するアクションと結びつけます。意思決定機能
が監視ツールから「イベント」を受け取り、必要なア
クションをトリガーします。セキュリティリスクの疑
いへの対応、構成の管理、上記のネットワーク管理
タスクに対するイベント駆動型自動化の適用を自動
的に実行できます。  

2

詳細は、ネットワーク自動化ガイドをご覧く
ださい。

Ansible Automation Platform を使用して 
CI/CD パイプラインを最適化する方法をご
覧ください。

https://www.redhat.com/ja/engage/network-automation-guide-20221202
https://www.redhat.com/ja/resources/ansible-continuous-integration-delivery-whitepaper
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クラウドの自動化

 Ansible Automation Platform を使用して、インス
タンス、ネットワーク、インフラストラクチャをサポー
トモジュールでプロビジョニングすることで、デプロ
イ先がオンプレミスでもクラウドでも、パブリックク
ラウドやプライベートクラウドで確実にデプロイメン
トを行うことができます。イベント駆動型の自動化で
は、Ansible Rulebook を使用してイベントソースを定
義し、イベントが発生したときに実行するアクションを
「この条件に合致する場合は、この動作をする」とい
う if-then の形式で記述します。これは、クラウドイン
スタンスの管理、リソースの割り当てや割り当て解除、
アクセスポリシーの更新、ガバナンスの適用などに役
立ちます。 

3 セキュリティの自動化

 厳選されたモジュール、ロール、Playbook を使用し
てセキュリティシステムをオーケストレーションし、脅
威の調査と対応を行います。エンタープライズ・セキュ
リティ・システムを Ansible Automation Platform と
連係させて、調査の強化、脅威ハンティング、インシデ
ントへの対応を行います。環境に悪影響が及ぶ前にセ
キュリティリスクに迅速に対応したり、調査中にテクノ
ロジーやソリューションを停止したりすることもできま
す。結果として、イベント駆動型の自動化は IT の回復
力を高めるのに役立ちます。

エッジの自動化

 Ansible Automation Platform をエッジサイトで使
用すると、データセンターではなく、自動化対象のエッ
ジデバイスおよびワークロードで IT 自動化を実施でき
ます。Ansible Automation Platform は常にコントロー
ルノードとして実行され、POS システム、WiFi アクセ
スポイント、ネットワーキングルーター、チケットシステ
ム、IoT (モノのインターネット) デバイス、またはプログ
ラム API や Linux OS を使用しているものの設定を自
動化および高速化できます。 イベント駆動型の自動化
パターンを使用して関連システムと通信できるので、対
応するチケットに豊富な詳細情報を加えて更新して、
より優れた根本原因分析 (RCA) を提供する、デバイス
がオンラインになったときにアクションを実行する、 
条件が満たされた場合に後続のアクションを自動化す
る、などといったことが可能です。 

4

5

セキュリティ自動化の詳細は、e ブック「セ
キュリティ運用センターを単純化する」をご
覧ください。

エッジ自動化の業界ユースケースについては、
e ブック「エッジでの自動化」をご覧ください

クラウド自動化の詳細は、「ハイブリッドクラ
ウドを大規模に自動化」をご覧ください

https://www.redhat.com/ja/engage/solp-security-automation-101-ebook-s-202007140458go
https://www.redhat.com/ja/engage/solp-security-automation-101-ebook-s-202007140458go
https://www.redhat.com/ja/resources/automation-at-the-edge-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/automate-your-hybrid-cloud-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/automate-your-hybrid-cloud-ebook
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エンドツーエンドのエンタープライズ自動化

 Ansible Automation Platform は、ワークフローの
オーケストレーションと構成管理、プロビジョニング、
およびアプリケーション・デプロイメントを 1 つの使
いやすいインタフェースに統合します。このプラット
フォームを組織全体にデプロイすると、IT を完全に自
動化するために役立ちます。Event-Driven Ansible で
は、自動化モード (手動または自動で開始) を選択で
きるようになり、より幅広いニーズに対応しています。 

6 コンプライアンスと最新の状態の維持 

 Red Hat コンサルティングは、自動化を使用して、ア
プリケーションチーム、サイト信頼性エンジニアリング
チーム、セキュリティチームに共有の可視性を提供し、
組織全体でセキュリティの役割をより包括的に統合す
る方法を示します。自動化の適用方法の変革には、規
範的な分析によるリスクの特定、評価、および解決、
OpenSCAP を使用した Red Hat Enterprise Linux シ
ステムでのセキュリティおよびコンプライアンスの定義
と実施、一元化されたコンテンツ管理による監査とコン
プライアンスレポート機能のサポートが含まれます。

7

e ブック「組織を自動化する」で人材と
プロセスを統合する方法の詳細をご覧
ください。

https://www.redhat.com/ja/resources/automated-enterprise-e-book
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組織内で自動化を開始する方法の候補
は数多くありますが、どこから始めるべ
きかを判断するためにはどうすればよい
でしょうか。

組織の IT 環境に最適なユースケースを選択する
際には、以下の 4 つのポイントが役立ちます。

大きな視点を持ちつつ、小さく始める

 単純なユースケースから始めましょう。頻繁に繰り返
す必要があり、かつ短期間で価値が見えるユースケース
が理想的です。そのユースケースが機能するようになった
ら、そこから拡大および拡張します。同種の処理でより
複雑なものを対象にしてもよいでしょう。時間の経過と
ともに、ユースケースの種類を増やしていきます。ここで
重要なのは、組織全体への自動化の実装は反復的なプ
ロセスだということです。一度完了したらそれで終わりで
はありません。

1 使用し、改良し、学習し、拡張する

 自動化は戦略的に不可欠なものであるため、プロセス
とシステムを実装および自動化する際はそのようなもの
として扱いましょう。

うまくいっていないプロセスは後回しにする 

 現行の運用プロセスが効率的ではないなら、自動
化や AI を導入しても改善されません。すでに機能し
ており、自動化によって改善できる可能性があるプロ
セスを選択しましょう。

チームを巻き込む  

 自動化はプロセスです。組織全体で自動化を進めな
がら、チームがスキルと能力を構築できるようにしましょ
う。可能性を認識している脅威に対する自動化の効果を
理解すれば、従業員は早い段階で自動化を受け入れま
す。早期段階でチームの賛同を得る方法については、e 
ブック「自動化アーキテクトのハンドブック」をご覧くだ
さい。

2

3 4

自動化は初めてだが、最初の一歩を踏み出す準備ができている場合 

「開始方法」に進む

Ansible Automation Platform のパートナーシップと、Red Hat Ansible 認定コンテンツ
に貢献しているパートナーの詳細について確認したい場合 

メリットについて読む

https://www.redhat.com/ja/engage/automation-architect


Red Hat Ansible  
Automation Platform 
のパートナーシップ 
のメリット 

Red Hat は、組織を支援するソフト
ウェアやその他の製品を提供するテク
ノロジーパートナーから成る堅牢なエ
コシステムを構築しています。

 Ansible Automation Platform の場合、これらのパートナー
の存在は不可欠です。パートナーによって Red Hat Ansible 
Content Collections に貢献されたものが、お客様がこのプ
ラットフォームをすばやくセットアップし、使い始めるのに役立
つからです。このコンテンツは、認定パートナーと Red Hat が
事前に構成したもので、Ansible Automation Platform の特
定のバージョンに対して検証済みであり、モジュール、プラグイ
ン、ロール、およびドキュメントがまとめられていて 1 カ所で利
用することができます。

25
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その効果

 必要となるさまざまなロールとモジュールを見つけてアセン
ブルする際に行う作業が少なくてすみます。さらに、Ansible 
Content Collections は、メインの製品バージョンとは関係な
くリリースおよび保守されるため、コンテンツのリリース頻度
が向上します。 

 Red Hat は、イベント駆動型の自動化ソリューショ
ンを推進するためにパートナーと協力しており、その中
には監視および可観測性ツールを提供するパートナー
も含まれます。Event-Driven Ansible は、組織が使用
する Event-Driven Ansible のプラグインやルールブッ
クを含む認定コンテンツコレクションから始まりま
す。パートナーが開発するコンテンツには、新たなイベ
ント駆動型自動化プロジェクトの活性化に役立つもの
があります。 

 Ansible Automation Platform のサブスクリプションでは、
Ansible Automation Hub へのフルアクセスが提供されます。
これには、一貫性がありコンプライアンスに準拠した配信のた
めに厳選された、40,000 を超えるモジュールからなる 100 以
上の認定コンテンツコレクションが含まれます。 

100 4 万認定コレク
ション モジュール

Ansible Automation Hub を介してアクセス可能

Ansible Automation Hub の 
Red Hat Ansible 認定コンテン
ツには、次のようなパートナーの
コレクションが含まれています。

• Amazon
• Arista
• Aruba
• シスコ
• Dell
• Fortinet
• Google
• IBM

• マイクロソフト
• Datadog
• Dynatrace
• Splunk
• VMware
• その他多数

Red Hat Ansible Certified Content の
詳細を見る

https://access.redhat.com/articles/3642632?extIdCarryOver=true&intcmp=7013a000002pwDlAAI&percmp=7013a000002w3ayAAA&sc_cid=7013a0000026PBBAA2
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人材、プロセス、テクノロジーに関して
言えば、多くの場合、組織内での管理
が最も簡単なのはテクノロジーです。テ
クノロジーが期待どおりに動作してい
るなら、人材とプロセスを自動化導入
戦略に適合させようとするときに生じ
がちな誤解や不安について心配する必
要はありません。 

 もちろん、新しいテクノロジーを含め、組織に何らかの変化
を組み込む場合、最も注意を払う必要があるのは人材です。一
部の従業員は、自動化に対して特に強い懸念を抱く場合があ
ります。それは、IT 自動化の導入は必ず人員の解雇を伴うとい
う誤解があるからです。ほとんどの場合、IT 自動化は平凡な手
動のタスクからの解放や、より戦略的で革新的な仕事を行う
機会の獲得を意味します。 

自動化導入の 
戦略
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受け入れてもらうことは簡単ではない

幸いなことに、そういう組織は少な
くありません。組織全体で賛同を得
るための戦略やヒントが記載された
リソースは数多くあります。

 この IDC ホワイトペーパーでは、お客様が 
Ansible Automation Platform によって実現
している ROI や効率、その他のメリットについ
て説明しています。 

 「現場からの証言：IT 自動化に関するシス
テム管理者向けガイド」をご覧ください。これ
は、世界中の組織やチームが包括的な IT 自
動化の考え方を取り入れようとしたときに経
験した興奮や落胆、その成功と課題について
概説した短い現実のストーリーをまとめたも
のです。 

 自動化アーキテクトのためのハンドブック
では、経営幹部から IT 部門まで、自動化に対
する賛同を得るための戦略とベストプラクティ
スについて説明しています。

 IT エグゼクティブのための自動化ガイドで
は、IT エグゼクティブが自動化の成功をどのよ
うに促進できるかについて説明しています。次
の方法を紹介しています。

• 支援者ではなく擁護者になる 

• ビジネス目標に合わせる

• 変化とコラボレーションをサポートする

• 人材への投資によって導入を促進する 

https://www.redhat.com/ja/resources/business-value-red-hat-ansible-automation-analyst-paper
https://www.redhat.com/ja/engage/system-administrator-guide-s-202107300146?intcmp=701f20000012ngPAAQ
https://www.redhat.com/ja/engage/system-administrator-guide-s-202107300146?intcmp=701f20000012ngPAAQ
https://www.redhat.com/ja/engage/automation-architect
https://www.redhat.com/ja/resources/executive-guide-to-automation-ebook
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 記事「数字で見る：チームを IT 自動化に参加
させる」では、優れたヒントと、組織内での自動
化の拡大を示す統計データを確認できます。 

最終的に、成功できるチームとは、
自動化に関する適切なトレーニン
グを受けたチームです。自動化を
開始する、または自動化のスキル
を向上させるにあたり、A n s i b l e 
Automation Platform に関して
チームに必要なトレーニングの種類
を確認しましょう。Red Hat トレー
ニングと認定は、あらゆるレベルの
スキルに対応するさまざまな選択肢
を提供します。

進む準備はできましたか？ 

「取るべき次のステップ」に進んで方法を見る

https://www.redhat.com/sysadmin/team-automation-numbers
https://www.redhat.com/sysadmin/team-automation-numbers
https://www.redhat.com/ja/resources/ansible-automation-platform-skills-path-brief
https://www.redhat.com/ja/resources/ansible-automation-platform-skills-path-brief
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開始方法
Ansible Automation Platform について
さらに詳しい情報が必要な場合

自動化で組織の変革を開始する
準備はできていますか？

Red Hat がお手伝いします。 

現状に合った方法を選択してください。

Ansible Automation Platform の 
60 日間トライアルサブスクリプショ
ンをダウンロードする (Event-Driven 
Ansible と Ansible Lightspeed への

アクセスが含まれます)

無料の Ansible 入門トレーニングから
始めて、自動化の作成、拡大、管理の

基本事項を学ぶ

ダウンロードする

お問い合わせ

今すぐ始める

Red Hat コンサルティングに連絡
し、無料の自動化ディスカバリー
セッションを受けて価値実現までの

時間を短縮する 

Red Hat のエキスパートがお客様と協力しなが
らビジネス目標と課題を洗い出し、お客様のニー
ズに最適な自動化アプローチを提供します。

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/try-it?extIdCarryOver=true&intcmp=7013a000002pwDlAAI&percmp=7013a000002w3ayAAA&sc_cid=7013a0000026PBBAA2
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/try-it?extIdCarryOver=true&intcmp=7013a000002pwDlAAI&percmp=7013a000002w3ayAAA&sc_cid=7013a0000026PBBAA2
https://www.redhat.com/ja/services/training/do007-ansible-essentials-simplicity-automation-technical-overview
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/try-it?extIdCarryOver=true&intcmp=7013a000002pwDlAAI&percmp=7013a000002w3ayAAA&sc_cid=7013a0000026PBBAA2
https://www.redhat.com/ja/services/consulting
https://www.redhat.com/ja/services/training/do007-ansible-essentials-simplicity-automation-technical-overview
https://www.redhat.com/ja/services/consulting
https://www.redhat.com/ja/services/consulting
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取るべき 
次のステップ

自動化を組織全体に実装する準備は
できていますか？Red Hat は、お客様
の企業が実装を開始して必要な変化
を受け入れるお手伝いをします。

 Red Hat コンサルティングがお客様のユース
ケースに対処し、組織の成熟度を評価し、組織の
自動化を進化させる方法をご覧ください。

 自動化導入プロセスの次のステップに進
むために、Red Hat テクニカル・アカウン
ト・マネジメント・チームに相談して運用の
ガイダンスを受け、他のチームとのコラボ
レーションを開始します。

 最後に、Ansible Lightspeed with IBM 
watsonx Code Assistant で自動化のアイ
デアを機能する Ansible コードに転換し
て Ansible コンテンツをより効率的に作成
し、組織の要求により効果的に対応する方
法を習得します。自習型のラボでこのテク
ノロジーを使用する方法を学習します。

 また、R e d  H a t  A n s i b l e  A u t o m a t i o n 
P l a t f o r m  B o o t  C a m p  などの  A n s i b l e 
Automation Platform トレーニングを受け
て、自動化の使用を拡大しながらスキル獲得
の加速を検討しましょう。どこから始めたらよ
いかわからない場合、まずは Red Hat Ansible 
Automation Platform スキルパスで自分の現在
のスキルを確認しましょう。

 Red Hat Ansible Automation Platform 
テクノロジーとイベント駆動型の自動化の仕
組みを理解し、IT 運用の課題にどのように
適用できるかを学びましょう。このインタラ
クティブなラボを使用して自身のペースで学
習し、イベント駆動型の自動化で作業を効
率化し、より良い IT エンドユーザー・エクス
ペリエンスを提供する方法を学習します。

https://www.redhat.com/ja/resources/evolving-automation-in-your-enterprise-overview
https://www.redhat.com/ja/resources/evolving-automation-in-your-enterprise-overview
https://www.redhat.com/ja/resources/technical-account-management-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/technical-account-management-datasheet
https://www.redhat.com/ja/engage/redhat-ansible-automation-202108061218
https://www.redhat.com/ja/engage/redhat-ansible-automation-202108061218
https://www.redhat.com/ja/services/training/do710-ansible-automation-platform-bootcamp
https://www.redhat.com/ja/services/training/do710-ansible-automation-platform-bootcamp
https://www.redhat.com/ja/resources/ansible-automation-platform-skills-path-brief
https://www.redhat.com/ja/resources/ansible-automation-platform-skills-path-brief
http://ansible.com/event-driven
http://ansible.com/event-driven
https://www.redhat.com/ja/engage/event-driven-ansible-20220907
https://www.redhat.com/ja/engage/event-driven-ansible-20220907


Red Hat について
エンタープライズ・オープンソース・ソフトウェア・ソリューションのプロバイダーとして世界をリードする Red Hat は、コミュニティとの協業により高い信頼性
と性能を備える Linux、ハイブリッドクラウド、コンテナ、および Kubernetes テクノロジーを提供しています。Red Hat は、新規および既存 IT アプリケーショ
ンの統合、クラウドネイティブ・アプリケーションの開発、Red Hat が提供する業界トップレベルのオペレーティングシステムへの標準化、複雑な環境の自動
化、セキュリティ保護、運用管理を支援します。受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサルティングサービスを提供する Red Hat は、フォーチュン 500 
企業に信頼されるアドバイザーです。クラウドプロバイダー、システムインテグレーター、アプリケーションベンダー、お客様、オープンソース・コミュニティの
戦略的パートナーとして、Red Hat はデジタル化が進む将来に備える企業を支援します。

Copyright © 2024 Red Hat, Inc. Red Hat、Red Hat ロゴ、および Ansible は、米国およびその他の国における Red Hat, Inc. またはその子会社の商標または
登録商標です。Linux® は、米国およびその他の国における Linus Torvalds 氏の登録商標です。


